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●予想値との比較では、中国の需要減や円高の影響で売上高は下回ったが、
利益面では原価低減や部品・サービスの売上増により増益。 

●前年同期比では、特に利益面で各項目共に約50%以上の増益。 

●当年度の営業利益率も、第1Q 4.7% 第2Q(3ヶ月) 6.5% と改善。 
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●海外売上高比率は、前年同期比△1ポイントの76％。 

●中国は需要減少により前年比76％となったが、新興国市場であるアジア
大洋州や、米州をはじめとする先進国市場ともに対前年で増加。 
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●原価低減や、部品・サービス売上の増加で、原価率2.8ポイント改善。 

●営業利益は対前年の約1.7倍。 
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●中国のリーシングで支払利息が増えたことにより、金融収支は前年同期比
△9億円。 

●為替差損益は対前年△24億円。 
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●経常利益は、対前年約1.5倍の178億円。 

●特別損益は、有価証券評価損等で△5億円。 

●四半期純利益は、対前年約1.8倍の55億円。 
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●売上増と物量増を賄う間接費増の合計で+17億円。 

●為替影響、売価改善、資材費低減で△49億円。 

●以上のマイナスに対し、部品・サービス売上増を中心とする構成差等で
+90億円あり、経常利益は、対前年58億円増益の178億円。 
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●資産合計は、対前年度末で78億円増加の9,522億円となった。 
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●フリーキャッシュフローでは、第2四半期(3ヶ月)での投資による支出が
△66億円あり、△253億円となった。 
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●中国の需要を対前回見通しで19千台の減少と想定し、今年度の油圧ショ
ベル世界需要は、16千台減の229千台と想定。 

●日本、アジア大洋州など中国を除く殆どの地域で、対前年、対前回見通し
ともに増加すると想定。 
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●年度の売上高は、中国の需要減、円高影響等により前回予想を400億円
下回り、8,600億円と想定。 

●利益につきましては、売価改善や原価低減などにより前回予想通りと想定。 

●為替につきましては、10月以降 ドル77円(前回80円) ﾕｰﾛ105円(前
回110円) 人民元12.0円(前回12.3円) と想定。 
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●海外売上高比率は、前年比△1ポイント、7月公表時△2ポイントの77％となる見
通し。 

●地域別売上では、中国で前年比15％減、それ以外の主要地域では前年比プラス
で推移するものと想定。 
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●前回予想値に対しては、売上増については中国の需要減が影響し、△29
億円。為替は86億円悪化。これらを売価アップ、原価低減や部品・サービス
の売上増でカバーし、前回予想値同額の経常利益560億円を確保。 
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